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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
ハ
ネ
ム
ー
ン

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
５
２
２
Ｐ

【
作
者
名
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ａ

【
あ
ら
す
じ
】

　
世
界
生
成
の
際
、
正
の
気
は
上
に
溜
ま
り
、
負
の
気
は
下
に
溜
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
そ
の
２
つ
の
気
が
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
創
っ
た
。
正
の
気
に
よ
り
創
ら

れ
し
世
界
の
一
つ
、
『
夢
幻
界
』
で
あ
る
事
件
が
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
た
。



2

登
場
人
物
紹
介
（
前
書
き
）

人
生
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
で
す
。
拙
い
小
説
で
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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登
場
人
物
紹
介

・
コ
ル
ト
・
レ
イ
フ
ィ
ー
ル

フ
ォ
ト
ス
村
に
住
み
、
そ
の
村
に
あ
る
『
フ
ォ
ト
ス
学
園
』
に
通
う
小
等
部
４

年
生
。
元
気
な
１
０
歳
の
女
の
娘
。
頭
脳
は
あ
ま
り
良
く
な
い
が
、
気
さ
く
で

暢
気
な
為
、
友
人
は
沢
山
い
る
。
図
書
室
で
ウ
ォ
ル
ネ
・
ア
ク
リ
ウ
ス
と
出
会

い
、
話
を
し
て
か
ら
親
友
に
な
っ
た
。
晶
術
に
お
い
て
は
、
平
均
よ
り
や
や
下

で
あ
り
、
学
園
の
教
科
書
通
り
の
電
気
系
の
晶
術
を
使
う
が
、
下
級
術
し
か
使

え
な
い
。
し
か
し
、
小
等
部
の
４
年
生
の
生
徒
で
は
だ
い
た
い
下
級
術
し
か
使

え
な
い
の
で
、
平
均
的
な
成
績
で
あ
る
。

・
ウ
ォ
ル
ネ
・
ア
ク
リ
ウ
ス

フ
ォ
ト
ス
村
に
住
み
、
そ
の
村
に
あ
る
『
フ
ォ
ト
ス
学
園
』
に
通
う
小
等
部
４

年
生
で
１
０
歳
の
女
の
娘
。
頭
脳
明
晰
で
あ
り
、
神
童
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
無

口
で
人
間
関
係
が
下
手
な
の
で
、
友
人
は
あ
ま
り
居
な
い
。
コ
ル
ト
・
レ
イ
フ

ィ
ー
ル
と
は
、
学
園
の
図
書
室
で
話
し
掛
け
ら
れ
て
か
ら
知
り
合
い
、
親
友
に

な
っ
た
。
水
系
晶
術
を
得
意
と
し
、
水
系
晶
術
に
お
い
て
は
、
下
級
晶
術
か
ら

上
級
晶
術
ま
で
、
全
て
の
晶
術
を
扱
え
る
。
最
近
は
自
分
で
開
発
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
晶
術
を
制
作
し
て
い
る
。
趣
味
は
心
理
学
関
係
の
書
物
の
読
書
で
あ
る
。
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登
場
人
物
紹
介
（
後
書
き
）

ど
う
も
、
作
者
の
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ａ
で
す
。
初
め
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
小
説
と

の
事
な
の
で
少
し
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
通
り
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
今
回
は
登
場
人
物
紹
介
の
み
で
す
が
、
出
来

る
だ
け
早
く
更
新
出
来
る
よ
う
執
筆
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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用
語
事
典

・
エ
ー
テ
ル

夢
幻
界
に
存
在
す
る
謎
の
物
質
。
人
体
に
も
存
在
す
る
事
か
ら
、
そ
の
正
体
は

一
種
の
精
神
子
と
言
わ
れ
て
い
る
。
生
物
（
高
精
神
体
）
に
潜
行
す
る
性
質
を

ス
ピ
リ
ト
ロ
ン

持
ち
、
そ
の
生
物
の
許
容
範
囲
を
超
え
る
量
の
エ
ー
テ
ル
を
取
り
込
ん
だ
場
合
、

凶
暴
化
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
凶
暴
化
し
た
生
物
を
モ
ン
ス
タ
ー
と
言
う
。
人

類
は
之
に
対
し
、
エ
ー
テ
ル
の
力
を
利
用
し
た
晶
術
な
る
も
の
を
開
発
し
、
モ

ン
ス
タ
ー
の
暴
動
に
備
え
た
。

・
晶
術

エ
ー
テ
ル
の
力
を
利
用
し
た
技
術
。
『
火
』
『
水
』
『
電
気
』
『
地
』
『
光
』

『
風
』
の
６
つ
の
属
性
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
の
相
性
は
五
行
に

準
ず
る
。
『
火
』
は
火
気
に
属
し
、
『
水
』
は
水
気
に
属
し
、
『
地
』
は
土
気

に
属
し
、
『
光
』
は
金
気
に
属
し
、
『
電
気
』
と
『
風
』
は
木
気
に
属
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
属
性
は
そ
れ
ぞ
れ
、
五
行
と
は
別
の
２
つ
ず
つ
の
性
質
を

持
つ
。

［
火
］
は
『
炸
裂
』
と
『
集
中
』
の
性
質
を
持
ち
、
［
光
］
は
『
集
束
』
と
『

硬
質
』
の
性
質
を
持
ち
、
［
水
］
は
『
流
体
』
と
『
尖
鋭
』
の
性
質
を
持
ち
、

［
雷
］
は
『
拡
散
』
と
『
閃
光
』
の
性
質
を
持
ち
、
［
風
］
は
『
広
域
』
と
『

波
動
』
の
性
質
を
持
ち
、
［
地
］
は
『
保
護
』
と
『
始
祖
』
の
性
質
を
持
つ
。

・
五
行

中
国
の
陰
陽
五
行
思
想
に
お
け
る
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
全
て
の
物
質
の
事
。

五
気
と
も
言
わ
れ
る
。
火
気
、
水
気
、
木
気
、
土
気
、
金
気
の
五
つ
の
属
性
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
定
の
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
循
環
す
る
相
生
と
相
剋

等
の
関
係
を
持
つ
。

・
夢
幻
界
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正
の
気
に
よ
り
創
ら
れ
し
世
界
の
一
。
主
に
エ
ー
テ
ル
に
よ
る
技
術
が
盛
ん
。

・
宇
宙
始
祖
の
神
話

『
宇
宙
生
成
の
初
期
段
階
で
、
正
の
気
が
上
方
に
溜
ま
り
、
負
の
気
が
下
方
に

溜
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
２
つ
の
世
界
を
創
っ
た
。
正
の
気
は
、
『
万
象
界
』
、

『
夢
幻
界
』
を
創
り
、
負
の
気
は
『
妖
界
』
と
『
暗
黒
深
界
』
を
創
っ
た
。
』

と
伝
え
ら
れ
る
神
話
。

・
神
仏
騒
乱

約
２
０
年
前
に
勃
発
し
た
、
神
と
名
乗
る
者
が
引
き
起
こ
し
た
乱
。
と
あ
る
４

人
組
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。

・
物
質
子

こ
の
世
に
存
在
す
る
全
て
の
物
質
を
粒
子
と
し
て
見
た
単
位
を
物
質
子
と
言
う
。

マ
ト
ロ
ン

精
神
子
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
こ
の
単
語
が
発
生
し
た
。

・
精
神
子

生
物
等
の
精
神
を
粒
子
と
し
て
見
た
単
位
と
し
て
、
精
神
子
と
言
う
。
現
在
こ

ス
ピ
リ
ト
ロ
ン

れ
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
が
多
く
、
解
明

仕
切
れ
て
い
な
い
。

高
精
神
体

動
物
や
人
間
等
の
高
い
精
神
子
含
有
量
を
持
つ
物
体
の
事
。
霊
体
や
妖
怪
が
非

ス
ピ
リ
ト
ロ
ン

常
に
高
い
含
有
量
を
誇
り
、
霊
体
、
妖
怪
、
人
間
、
動
物
の
順
に
精
神
子
の
含

ス
ピ
リ
ト
ロ
ン

有
量
が
多
い
。

・
フ
ォ
ト
ス
学
園

小
等
部
、
中
等
部
、
高
等
部
に
分
か
れ
て
お
り
、
更
に
武
術
科
、
魔
術
科
に
分

か
れ
て
い
る
。
小
等
部
は
武
術
科
、
魔
術
科
に
は
分
か
れ
て
お
ら
ず
、
１
ク
ラ

ス
５
、
６
組
に
分
か
れ
て
お
り
、
６
年
で
小
等
部
は
卒
業
す
る
。
中
等
部
か
ら
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先
は
武
術
科
、
魔
術
科
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
３
ク
ラ
ス
あ
り
、
３
年

で
中
等
部
は
卒
業
す
る
。
高
等
部
は
そ
の
ま
ま
の
科
で
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
３
ク

ラ
ス
あ
り
、
３
年
で
こ
の
学
園
を
卒
業
す
る
。
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噂
夢
幻
界
の
平
凡
な
村
、
『
フ
ォ
ト
ス
村
』
。
そ
こ
に
は
こ
の
夢
幻
界
に
は
数
少

な
い
学
校
が
あ
っ
た
。
そ
の
学
校
は
、
『
フ
ォ
ト
ス
学
園
』
と
い
う
学
校
で
あ

り
、
総
勢
３
８
７
２
名
の
生
徒
が
通
い
、
３
０
名
余
り
の
教
職
員
が
通
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
学
園
の
小
等
部
４
年
生
の
２
組
に
、
『
コ
ル
ト
・
レ
イ
フ

ィ
ー
ル
』
が
居
た
。
『
コ
ル
ト
・
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
』
は
黒
髪
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア

を
し
て
い
て
、
上
は
、
半
袖
の
ト
レ
ー
ナ
ー
の
下
に
薄
手
長
袖
を
着
た
よ
う
な

服
で
、
下
半
身
は
、
短
パ
ン
の
ジ
ー
ン
ズ
を
穿
い
て
い
た
。

「
ね
ぇ
ね
ぇ
、
『
交
感
神
経
』
っ
て
知
っ
て
る
？
」

と
、
コ
ル
ト
・
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
が
と
あ
る
友
人
に
訊
い
た
。
す
る
と
、
そ
の
友

人
が
応
え
る
。

「
は
？
何
そ
の
『
交
感
神
経
』
っ
て
？
」

と
、
そ
の
友
人
が
コ
ル
ト
・
レ
イ
フ
ィ
ー
ル
に
訊
き
直
し
た
。

「
い
や
、
あ
の
～
、
ウ
ォ
ル
ネ
ち
ゃ
ん
に
聴
い
た
ん
だ
け
ど
、
よ
く
解
ら
な
く

て
。
」

と
、
コ
ル
ト
が
言
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
友
人
は
言
う
。

「
ウ
ォ
ル
ネ
ち
ゃ
ん
っ
て
、
あ
の
『
ウ
ォ
ル
ネ
・
ア
ク
リ
ウ
ス
』
の
事
？
」

そ
の
友
人
の
そ
の
言
葉
を
聴
い
た
コ
ル
ト
は
喋
る
。

「
え
？
そ
う
だ
け
ど
。
」

そ
う
言
う
と
、
友
人
は
言
う
。

「
あ
の
子
、
暗
く
て
嫌
じ
ゃ
な
い
の
。
」

と
言
う
と
、
コ
ル
ト
が
反
論
す
る
。

「
暗
い
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
た
だ
無
口
な
だ
け
だ
よ
。
」

と
、
コ
ル
ト
が
言
う
と
、
そ
の
友
人
は
、

「
は
い
は
い
。
」

と
、
流
し
た
。
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や
が
て
、
授
業
が
始
ま
っ
た
の
で
、
コ
ル
ト
は
自
分
の
席
に
着
い
た
。

そ
の
授
業
を
コ
ル
ト
は
あ
ま
り
聴
い
て
は
い
な
か
っ
た
。

４
５
分
後
、
コ
ル
ト
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
る
『
ウ
ォ
ル
ネ
・
ア
ク
リ
ウ
ス
』

に
訊
い
た
。
そ
の
『
ウ
ォ
ル
ネ
・
ア
ク
リ
ウ
ス
』
は
、
青
髪
の
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア

で
白
と
赤
と
紫
の
色
を
し
た
長
袖
を
上
半
身
に
着
て
い
て
、
そ
の
長
袖
は
、
紫

色
を
し
た
袖
の
所
が
フ
リ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
下
半
身
は
こ
れ
ま
た
フ
リ
ル
の

付
い
た
ス
カ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
た
。
『
ウ
ォ
ル
ネ
・
ア
ク
リ
ウ
ス
』
は
、
全

体
的
に
ヒ
ラ
ヒ
ラ
し
た
服
を
着
て
い
た
。

「
ね
ぇ
、
交
感
神
経
っ
て
結
局
の
所
な
ん
な
の
？
」

す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
応
え
る
。

「
あ
あ
、
そ
れ
は
、
副
交
感
神
経
と
と
も
に
、
高
等
脊
椎
動
物
の
自
律
神
経
系

を
構
成
す
る
神
経
で
、
脊
柱
の
両
側
を
走
る
幹
か
ら
出
て
、
内
臓
や
血
管
・
消

化
器
・
汗
腺
な
ど
に
分
布
し
て
い
る
神
経
で
あ
り
、
心
臓
の
働
き
の
促
進
、
血

管
の
収
縮
、
胃
腸
の
働
き
の
抑
制
、
瞳
孔
の
散
大
な
ど
の
作
用
が
あ
る
神
経
よ
。

」ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
っ
た
が
、
コ
ル
ト
は
解
ら
な
か
っ
た
。

「
い
や
、
あ
の
、
も
っ
と
解
り
や
す
く
・
・
・
。
」

す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
説
明
す
る
。

「
え
～
、
交
感
神
経
が
優
位
状
態
に
な
る
と
、
体
中
に
通
常
よ
り
多
い
血
液
が

全
身
に
送
り
込
ま
れ
て
、
心
理
状
態
が
高
次
状
態
に
な
る
。
つ
ま
り
、
興
奮
し

た
り
、
怒
っ
た
り
す
る
事
よ
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
う
と
コ
ル
ト
が
言
う
。

「
ん
～
、
な
ん
と
な
く
解
っ
た
か
な
・
・
・
。
」

と
、
コ
ル
ト
が
呟
い
た
。
す
る
と
、
コ
ル
ト
は
ウ
ォ
ル
ネ
の
読
ん
で
い
る
本
が

目
に
付
き
、
ウ
ォ
ル
ネ
に
尋
ね
た
。

「
ね
ぇ
、
そ
の
読
ん
で
る
本
な
ん
な
の
？
」

す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
は
応
え
る
。
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「
あ
あ
、
こ
れ
？
こ
れ
は
、
心
理
学
の
本
よ
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
は
そ
う
応
え
な
が
ら
、
表
紙
を
コ
ル
ト
に
見
せ
た
。
表
紙
に
は
、
『

１
０
歳
か
ら
の
心
理
学
』
と
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

「
ね
え
、
心
理
学
っ
て
面
白
い
の
？
」

コ
ル
ト
が
ウ
ォ
ル
ネ
に
そ
う
尋
ね
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
は
応
え
る
。

「
う
ん
、
私
に
と
っ
て
は
面
白
い
け
ど
、
コ
ル
ト
に
は
ち
ょ
っ
と
難
し
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
？
」

ウ
ォ
ル
ネ
の
そ
の
言
葉
を
聴
い
た
コ
ル
ト
は
、
反
論
す
る
。

「
そ
ん
な
事
な
い
っ
て
！
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
よ
！
！
」

と
、
コ
ル
ト
は
叫
ぶ
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
の
本
を
取
っ
た
。
そ
し
て
、
パ
ラ
パ
ラ
と

ペ
ー
ジ
を
捲
り
、
読
ん
で
い
っ
た
。
数
秒
す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
に
そ
の
本
を
返

し
て
言
っ
た
。

「
駄
目
。
全
然
解
ん
な
い
。
」

コ
ル
ト
の
そ
の
言
葉
を
聴
い
た
ウ
ォ
ル
ネ
は
、
言
う
。

「
ま
ぁ
、
こ
の
本
は
、
子
供
向
け
に
は
出
来
て
な
い
か
ら
ね
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
う
と
、
コ
ル
ト
が
ウ
ォ
ル
ネ
に
尋
ね
る
。

「
じ
ゃ
あ
何
で
ウ
ォ
ル
ネ
ち
ゃ
ん
は
、
解
る
の
？
」

コ
ル
ト
が
ウ
ォ
ル
ネ
に
そ
う
訊
く
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
は
応
え
る
。

「
え
、
そ
れ
は
、
ま
ぁ
、
慣
れ
て
る
か
ら
ね
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
応
え
る
と

「
慣
れ
て
る
ね
・
・
・
。
い
い
な
ぁ
頭
が
良
く
て
。
」

と
、
コ
ル
ト
が
言
っ
た
。
す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
言
う
。

「
子
供
の
内
か
ら
そ
ん
な
に
頭
が
よ
く
て
も
、
そ
ん
な
に
良
い
も
の
じ
ゃ
な
い

わ
よ
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
う
と
、
コ
ル
ト
は
呟
く
。

「
そ
う
い
う
も
ん
か
な
あ
？
」

と
、
コ
ル
ト
が
呟
く
と
、
コ
ル
ト
は
数
秒
後
、
思
い
出
し
た
様
に
喋
る
。

「
そ
う
い
え
ば
。
最
近
こ
こ
ら
辺
で
人
攫
い
が
あ
る
み
た
い
だ
ね
。
」

コ
ル
ト
が
そ
う
言
う
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
の
言
葉
に
応
え
る
様
に
言
う
。

「
そ
う
ね
。
正
し
く
は
８
８
日
前
か
ら
、
１
０
歳
程
度
の
男
女
が
誘
拐
さ
れ
て
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い
る
事
件
ね
。
ま
だ
犯
人
が
捕
ま
っ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
依
然
と
し
て
犯
行

は
続
け
ら
れ
て
い
る
わ
。
確
認
さ
れ
て
い
る
段
階
で
も
、
３
０
０
人
近
く
の
被

害
者
が
出
て
い
る
わ
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
う
と
コ
ル
ト
が
言
う
。

「
へ
ぇ
～
。
よ
く
そ
ん
な
詳
し
く
知
っ
て
る
ね
。
」

コ
ル
ト
が
そ
う
言
う
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
は
言
う
。

「
そ
ん
な
の
常
識
じ
ゃ
な
い
。
誰
で
も
知
っ
て
る
わ
よ
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
う
と
、
コ
ル
ト
は
心
の
中
で
突
っ
込
ん
だ
。

（
い
や
い
や
、
さ
す
が
に
正
確
な
日
付
や
正
確
な
人
数
ま
で
は
知
ら
な
い
で
し

ょ
。
）

コ
ル
ト
が
そ
う
思
っ
た
数
秒
後
、
始
業
ベ
ル
が
鳴
っ
た
。

す
る
と
コ
ル
ト
は
席
に
着
き
、
授
業
を
受
け
た
。

数
時
間
し
て
、
学
校
の
今
日
の
授
業
が
終
了
し
放
課
後
に
な
っ
た
。
す
る
と
、

コ
ル
ト
は
ウ
ォ
ル
ネ
の
机
を
見
た
。
し
か
し
、
ウ
ォ
ル
ネ
は
い
な
か
っ
た
。
コ

ル
ト
は
バ
ッ
グ
を
持
つ
と
、
図
書
室
へ
と
向
か
っ
た
。
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や
が
て
、
図
書
室
に
到
着
し
た
コ
ル
ト
は
、
図
書
室
の
中
を
見
渡
し
た
。
す
る

と
、
図
書
室
の
奥
の
方
に
ウ
ォ
ル
ネ
が
い
た
。
コ
ル
ト
は
、
ウ
ォ
ル
ネ
に
向
か

っ
て
行
っ
た
。
ウ
ォ
ル
ネ
の
目
の
前
ま
で
来
る
と
、
コ
ル
ト
は
ウ
ォ
ル
ネ
に
話

し
掛
け
た
。

「
や
っ
ぱ
り
こ
こ
に
い
た
。
ウ
ォ
ル
ネ
ち
ゃ
ん
移
動
す
る
の
早
す
ぎ
。
」

コ
ル
ト
が
そ
う
言
う
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
応
え
る
。

「
う
ん
、
い
つ
も
放
課
後
は
此
処
に
居
る
し
、
此
処
が
一
番
落
ち
着
く
か
ら
ね
。

」ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
っ
た
。
コ
ル
ト
達
が
い
る
図
書
室
は
、
小
等
部
と
中
等
部

と
、
高
等
部
の
生
徒
が
利
用
出
来
る
図
書
室
で
あ
り
、
低
学
年
向
け
の
本
か
ら
、

大
学
の
参
考
書
ま
で
あ
る
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
図
書
室
で
あ
っ
た
。
な
の

で
、
小
等
部
の
生
徒
よ
り
も
、
大
学
受
験
を
控
え
た
受
験
生
の
方
が
多
か
っ
た
。

コ
ル
ト
は
、
暫
く
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
読
ん
で
い
た
本
を
一
緒
に
読
ん
で
い
た
が
、

殆
ど
解
ら
な
か
っ
た
の
で
、
先
に
帰
る
事
に
し
た
。

「
じ
ゃ
あ
、
ウ
ォ
ル
ネ
ち
ゃ
ん
。
私
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
ね
。
」

コ
ル
ト
は
そ
う
言
う
と
、
図
書
室
を
出
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
、
ウ
ォ
ル
ネ
が

コ
ル
ト
の
服
の
裾
を
掴
み
、
引
き
止
め
た
。

「
待
っ
て
、
私
も
帰
る
わ
。
玄
関
で
待
っ
て
て
。
」

ウ
ォ
ル
ネ
が
そ
う
言
う
と
、
コ
ル
ト
は
頷
き
、
昇
降
口
へ
と
向
か
っ
た
。

一
方
ウ
ォ
ル
ネ
の
方
は
読
み
か
け
の
本
を
借
り
る
と
、
帰
り
支
度
を
し
た
。

数
分
後
、
コ
ル
ト
は
、
昇
降
口
に
到
着
し
、
ウ
ォ
ル
ネ
を
待
っ
た
。
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そ
し
て
、
数
分
後
。

「
っ
っ
っ
っ
！
！
」

後
頭
部
辺
り
に
強
烈
な
痛
み
を
感
じ
た
コ
ル
ト
は
そ
の
ま
ま
意
識
を
失
っ
た
。

暫
く
し
て
、
ウ
ォ
ル
ネ
が
昇
降
口
に
来
た
が
、
コ
ル
ト
は
い
な
か
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
コ
ル
ト
？
」

ウ
ォ
ル
ネ
は
そ
う
呟
い
て
コ
ル
ト
を
捜
し
た
が
、
何
処
に
も
い
な
か
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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